
4 飛鳥宮跡の現況

１）史跡整備の状況
⾶⿃宮跡では、史跡区域のうち県有地において、上層内郭遺構の北東
及び南東隅部の史跡等保存整備を実施している

(1)内郭北東隅部（昭和47年度）
内郭北⾯及び東⾯⼤垣、及び建物遺構２棟について、円柱（H500）
及び低木植栽による遺構表示
井⼾の復元、⽯敷舗装

(2)内郭南東隅部（平成6年度）
内郭一本柱塀及び建物遺構２棟、塀跡、石組溝、張芝
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検討の対象としている⾶⿃宮跡の現況について整理

◆史跡整備の状況
２）飛鳥宮跡活用の状況

(1)イベント利⽤の状況
毎年夏のライトアップイベント『飛鳥光の回廊』の会場として活用

(2)案内等の状況
ボランティアガイドによる解説・案内を実施
タブレット端末を使ったバーチャル画像による案内（事前申込み制）

(3)解説板等の状況
既整備のエリア（２ヶ所）に、解説板各１基を設置
※情報量に限りがある
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1) ⾶⿃宮跡内部から周辺を⾒た景観

⾶⿃宮跡の景観を検討する際には、①宮跡内から周辺がどう⾒えるか、②周辺から宮跡がどう⾒えるか、
の双方向の視点からの配慮が必要である

⾶⿃宮跡内部から周辺を⾒た場合の景観の主要な構成要素
• 宮跡北側には農地が広がり、その向こうに⼤和三⼭や⽢樫丘など古代と変わらない景観が⾒える
• なお、南側には、集落の家並みが⾒える

⾶⿃宮跡における景観の現況を整理
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2) 周辺の主要な視点場から⾶⿃宮跡を⾒た景観

「真神原」外周の丘陵地をはじめ、⾶⿃宮跡を⾒下ろす視点場が点在している
① 甘樫丘展望台
② 川原寺寺域北限
③ 主要地方道桜井明日香吉野線（岡寺付近）
④ 万葉展望広場
⑤ 明日香村庁舎屋上
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①
①①①①甘樫丘展望台より ②②②②川原寺寺域北限より

③③③③桜井明日香吉野線(岡寺付近)より ④④④④万葉展望広場より
⑤明日香村庁舎屋上より

②

⑤

③

④



5 飛鳥宮跡における景観③

3）活用における景観の考え方

(1)明日香村景観計画を踏まえた飛鳥宮跡の景観の考え方
� 明日香村の歴史的風土景観の枢要な構成要素

• 地下に存在する「今は⾒えない」遺跡と「⾒える」
景観が一体となって歴史的風土景観を形成する、明
日香村の景観の中心的な場

• 『真神原』の周囲に展開するきめ細かな変化に富ん
だ景観を一望できる場

�「⾒る・⾒られる」双⽅向の代表的な視点場
• 明⽇⾹村の景観を体感でき、最も理解しやすい場

(2)⼤切にしたい景観
� 古代から受け継がれてきた山並み（地形）

• 古代の人々が⾒た風景を、現代人も共有できる場所
• 飛鳥宮跡及び明日香村の「価値」の一つとして将来
に伝えたい景観

� 守られてきた景観
• ⾶⿃宮跡から⼭並みを⾒渡す眺望
• 山並みの手前に広がる⽥園や集落の風景

(3)活用における景観の考え方
� ⾶⿃宮跡の利活⽤においても、歴史的風土の保全・継
承を最優先課題とする
• 活用のための施設を設置する場合でも、景観の支障
とならない位置・規模（⾼さ・⻑さ）・デザイン等
の検証を⾏う

� 飛鳥宮跡から「⾒える」景観の保全・活用だけでなく、
甘樫丘など周辺の視点場からの「⾒え⽅」にも配慮す
る
• 景観の双⽅向性を意識した利活⽤

� 古代から変わらない景観と、人々の暮らしの中で変え
られ、また守られてきた現在の景観を、よりよいもの
にして未来に継承できるよう 飛鳥宮跡の活用を検討
する

� 飛鳥宮跡から⾒える景観を活用に活かす
• ⾶⿃宮跡内から⾒える景観を解説するコンテンツの
開発

• 万葉集に詠われた場所など、視点場の特性を活かし
た活用を検討する
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◆万葉歌碑

⾶⿃宮跡の活⽤を検討する上での景観の考え⽅を整理
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⾶⿃宮の変遷について整理

出典：新泉社 鶴⾒泰寿著 「古代国家形成の舞台 飛鳥宮」


